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平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度　　　　各会計予算総括表各会計予算総括表各会計予算総括表各会計予算総括表

　　　（単位：千円・％）

平成 ２ ４ 年度 平成 ２ ３ 年度

 会計名 予 算 額 予 算 額 増減率

78,345,000 80,371,000 △ 2,026,000 △ 2.5

国民健康保険会計 18,861,200 18,439,162 422,038 2.3

後期高齢者医療会計 1,896,377 1,772,603 123,774 7.0

介護保険会計 10,920,667 10,278,396 642,271 6.2

中島霊園事業会計 317,695 45,219 272,476 602.6

簡易水道事業会計 54,146 66,320 △ 12,174 △ 18.4

農村下水道事業会計 122,478 117,352 5,126 4.4

ばんえい競馬会計 10,844,632 11,192,186 △ 347,554 △ 3.1

駐車場事業会計 95,111 194,155 △ 99,044 △ 51.0

空港事業会計 575,015 650,905 △ 75,890 △ 11.7

43,687,321 42,756,298 931,023 2.2

収　入 4,790,214 4,575,283 214,931 4.7

支　出 6,118,993 5,806,956 312,037 5.4

収　入 6,404,117 5,346,030 1,058,087 19.8

支　出 7,907,051 6,853,184 1,053,867 15.4

収　入 11,194,331 9,921,313 1,273,018 12.8

支　出 14,026,044 12,660,140 1,365,904 10.8

収　入 133,226,652 133,048,611 178,041 0.1

支　出 136,058,365 135,787,438 270,927 0.2

企　業　会　計　合　計

総 合 計

特 別 会 計 合 計

下水道事業会計

水道事業会計

一 般 会 計

区  分 比　較　増　△　減
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平成平成平成平成24242424年度予算年度予算年度予算年度予算　　　　一般会計当初予算一般会計当初予算一般会計当初予算一般会計当初予算（（（（案案案案）　）　）　）　歳入歳出総括表歳入歳出総括表歳入歳出総括表歳入歳出総括表

(歳歳歳歳　　　　　　　　入入入入) （単位：千円、％）

区分

科目 予算額　(A) 構成比 予算額　(B) 構成比 予算額　(A-B) 増減率

5. 市 税 21,613,019 27.6 21,570,884 26.8 42,135 0.2

10. 地 方 譲 与 税 862,224 1.1 918,777 1.1 △ 56,553 △ 6.2

15. 利 子 割 交 付 金 48,346 0.1 74,789 0.1 △ 26,443 △ 35.4

16. 配 当 割 交 付 金 20,525 0.0 18,297 0.0 2,228 12.2

17. 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 6,065 0.0 3,957 0.0 2,108 53.3

18. 地 方 消 費 税 交 付 金 1,790,473 2.3 1,738,323 2.2 52,150 3.0

20. ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 3,712 0.0 4,775 0.0 △ 1,063 △ 22.3

30. 自 動 車 取 得 税 交 付 金 192,291 0.2 167,786 0.2 24,505 14.6

35. 国 有 提 供 施 設 等 所 在

市 町 村 助 成 交 付 金

135,031 0.2 97,283 0.1 37,748 38.8

37. 地 方 特 例 交 付 金 66,631 0.1 206,164 0.3 △ 139,533 △ 67.7

40. 地 方 交 付 税 15,240,571 19.5 15,597,994 19.4 △ 357,423 △ 2.3

45. 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 36,822 0.1 38,300 0.1 △ 1,478 △ 3.9

50. 分 担 金 及 び 負 担 金 803,568 1.0 800,240 1.0 3,328 0.4

55. 使 用 料 及 び 手 数 料 1,666,411 2.1 2,167,034 2.7 △ 500,623 △ 23.1

60. 国 庫 支 出 金 12,231,122 15.6 13,212,779 16.4 △ 981,657 △ 7.4

65. 道 支 出 金 3,534,305 4.5 4,216,800 5.3 △ 682,495 △ 16.2

70. 財 産 収 入 350,938 0.4 197,107 0.2 153,831 78.0

75. 寄 附 金 2,001 0.0 3,001 0.0 △ 1,000 △ 33.3

80. 繰 入 金 422,597 0.5 139,407 0.2 283,190 203.1

85. 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

90. 諸 収 入 11,583,757 14.8 11,580,765 14.4 2,992 0.0

95. 市 債 7,734,590 9.9 7,616,537 9.5 118,053 1.5

78,345,000 100.0 80,371,000 100.0 △ 2,026,000 △ 2.5合 計

平　成　２４　年　度 平　成　２３　年　度 比　較　増　△　減
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(歳歳歳歳　　　　　　　　出出出出) （単位：千円、％）

区分

科目 予算額　(A) 構成比 予算額　(B) 構成比 予算額　(A-B) 増減率

5. 議 会 費 409,070 0.5 465,361 0.6 △ 56,291 △ 12.1

10. 総 務 費 2,008,308 2.6 2,207,034 2.7 △ 198,726 △ 9.0

15. 民 生 費 26,867,247 34.3 27,629,432 34.4 △ 762,185 △ 2.8

20. 衛 生 費 3,619,225 4.6 3,291,920 4.1 327,305 9.9

25. 労 働 費 176,702 0.2 429,341 0.5 △ 252,639 △ 58.8

30. 農 林 水 産 業 費 2,562,920 3.3 2,648,274 3.3 △ 85,354 △ 3.2

35. 商 工 費 8,381,783 10.7 8,617,480 10.7 △ 235,697 △ 2.7

40. 土 木 費 5,538,770 7.1 5,582,130 6.9 △ 43,360 △ 0.8

45. 消 防 費 388,106 0.5 391,046 0.5 △ 2,940 △ 0.8

50. 教 育 費 4,902,132 6.2 6,343,184 7.9 △ 1,441,052 △ 22.7

55. 公 債 費 11,072,846 14.1 10,185,658 12.7 887,188 8.7

60. 諸 支 出 金 1,498,262 1.9 1,393,373 1.7 104,889 7.5

65. 職 員 費 10,879,629 13.9 11,146,767 13.9 △ 267,138 △ 2.4

70. 予 備 費 40,000 0.1 40,000 0.1 0 0.0

78,345,000 100.0 80,371,000 100.0 △ 2,026,000 △ 2.5

平　成　２４　年　度

合 計

平　成　２３　年　度 比　較　増　△　減
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

職員研修の広域連携 5,207 2,300 2,907

雑入

2,300

　・広域連携による研修　17本

　・（仮称）市長がおじゃまします　24回

　・（仮称）ランチミーティング       12回

500 500 まちづくり活動や団体の情報収集と提供 ※青少年課と共同で実施

　・メールなどによる通信

　・市HPにまちづくり専用サイト開設

活動に参加したい人を活動団体につなぐ

　・庁内と市民活動交流センターなどとの情報共有

防犯灯省エネルギー化促進事業 30,330 30,330

　・新設　150灯

　・更新　700灯

コミュニティ施設整備事業

啓親福祉センター 21,216 15,100 6,116 用地取得等

市債 　・西14条北7丁目　489.71㎡

15,100 駐車場整備

　・15台分

　・舗装、照明

市長が市民と対話する機会を充実し、市民協働のまちづくりをよ

り推進

若者とアクティブシニアのまちづくり参画推進

LED照明などの省エネルギー防犯灯の新設・更新について設置

費の9割を補助

市民対話推進事業（拡充）

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

補助対象を現在のLED20Wに

10Wを追加し、町内会等が選択

できる形へ変更

職員の能力向上に向け、定住自立圏による職員研修の広域化

を推進しながら、十勝全町村と連携した効果的で効率的な研修

運営を実施

事　　　　　　　業　　　　　　　名

総総総総 務務務務 費費費費

左の財源内訳

事業費

4444



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

（仮称）清流の里福祉センター 用地取得等 土地開発公社による先行取得

　・川西町基線　1,500㎡ 債務負担新規設定

（平成24～27年度）

限度額　38,900千円

平成27年度　用地買戻し

　　　　　　　　 整備着工

平成28年度　整備・供用開始

国内姉妹都市相互交流事業 1,692 1,692 市長、議長、職員2名

公募等市民10名

　・2泊3日　14名程度

国際姉妹都市・友好都市交流事業 215 215 朝陽市人民代表大会訪問団受入を実施

基金繰入金 　・1泊2日　11名程度

215

高等教育機関整備等推進事業 2,150 2,150

　・国内外大学等との連携推進（ウィスコンシン大学マディソン校

　　など）

　・帯広畜産大学と連携した事業の実施

自動販売機設置への入札制度導入(新規)

  ・貸付物件数   7台分

  ・貸付期間      2年間

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

徳島市との姉妹都市締結30周年を迎えることから、記念訪問団

派遣を実施

事　　　　　　　業　　　　　　　名

左の財源内訳

事業費

（　債務負担行為新規設定　)

公有財産の有効活用、自主財源の確保を目的とし、市役所本庁

舎における自動販売機設置場所としての行政財産貸付に係る入

札制度の試行的導入

地域発展に必要な高等教育の整備充実を図るため、帯広畜産

大学と国内外大学等との連携などを推進

5555



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

地域防災推進事業

≪帯広市地域防災計画≫ 88 88 減災の視点で現在の防災計画を検証

　・防災会議の開催

　・（仮称）市民防災・減災懇話会の開催（新規）

≪防災意識の普及啓発≫

　防災訓練等の実施 529 529 災害時の応急活動など実践的な訓練の実施

　・地域防災訓練、冬季防災訓練の実施

　・水防講習会の開催

　防災出前講座の実施（拡充） 6,987 6,987 災害に役立つ情報や知識を提供する防災出前講座等を実施

　・防災サポーター等の講師育成

　・親子防災講座の開催（新規）

≪地域防災体制の充実≫

　自主防災組織の結成及び育成 1,000 1,000 自主防災組織の拡大

　・町内会連合会などと連携した啓発

　災害時要援護者避難支援（拡充） 8,127 4,935 3,192 災害時要援護者の避難支援対策を推進

道補助金 　・災害時要援護者支援システムの導入（新規）

4,935 　・個別計画作成協議会の地区拡大

≪避難場所等の機能強化≫

　災害用備蓄品の整備 1,878 1,878 災害用備蓄品の更新及び購入

　・備蓄食料などの更新及び粉ミルク、哺乳瓶などの購入

　避難場所の整備（新規） 5,947 5,947 災害用マンホールトイレ便座等　3組

災害用膜ろ過装置　3ヶ所

　・豊成小学校、光南小学校、スインピアに設置

　　プールの水を生活用水として活用するための膜ろ過装置

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容事　　　　　　　業　　　　　　　名

左の財源内訳

事業費

　・豊成小学校に設置（災害時におけるトイレ確保対策）

6666



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

成年後見事業（新規） 5,499 5,499

国庫補助金

5,499

　・成年後見推進員の配置

　・市民後見人養成講座の開催（2年間で20名）

　・成年後見関係機関・団体とのネットワークを構築

介護給付・生活支援事業（拡充） 138,523 103,897 34,626

国庫負担金

69,261

道負担金 　・利用計画策定人数

34,636 　　障害者 約1,700人（うちH24策定人数 250人）

　　障害児 約300人（うちH24策定人数 38人）

基幹相談支援センターの設置（新規） 6,000 6,000

　・専門職を配置し、地域の総合的な相談業務を実施

　・研修、指導等により地域の相談支援員を育成

　・関係機関のネットワーク化を図るためのコーディネート

地域支え合い体制づくり拠点事業（新規） 11,530 7,450 4,080 ※一部、労働費で計上

道補助金 （緊急雇用分再掲）

7,450

　

　・障害者、高齢者等の居場所づくり

　・独居高齢者等へ携帯電話による声掛け支援

　・施設付近住民のニーズと障害者就労とのマッチング

平成24年4月の制度改正により障害福祉サービス利用者全員に

対し、利用計画の策定が必須になったことから、策定事業所の体

制強化を図るため、基幹相談支援センターを設置

「旧六中」を中心に、地域住民ひとりひとりが自分で出来ること

（元気）を少しずつ持ち寄りながら、地域で困っている障害者や高

齢者を互いに支える活動に、地域住民が気軽に参加できる仕組

を構築

事　　　　　　　業　　　　　　　名

民民民民 生生生生 費費費費

左の財源内訳

事業費 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

増加傾向にある認知症高齢者や知的・精神障害者の権利擁護

のため、簡易な金銭管理や身上監護を担う市民後見人を養成す

るとともに、成年後見関係機関と協力、連携する体制を整備

障害者自立支援法等の改正により、サービス利用計画策定対象

者を拡大するとともに、都道府県で実施していた障害児の通所

サービスを一括して市町村において実施
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

（仮称）こども発達相談室の設置（新規） 300 300

　・個別発達相談日を月1回開設

　・関係機関による相談支援のコーディネート

　・2歳児相談での発達検査を実施

交通費助成事業

高齢者おでかけサポートバス事業（新規） 111,407 702 110,705

雑入

702 　・非課税世帯としていた所得要件は撤廃

　・利用範囲は乗降地両方ともに帯広市内

　・無料乗車証発行分として500円を利用者負担

　・交付対象者　29,500人

障害者交通費助成事業（拡充） 51,289 500 50,789 所得制限の撤廃

道補助金 　・重度身体障害者等タクシー料金

500 　　影響額：6,171千円（1,500人）

　・心身障害者通所交通費

　　影響額：なし

　・精神障害者回復者通所施設等交通費

　　影響額：なし

あいのりタクシー・バス運行事業（拡充） 24,308 24,308 無料乗車証所有者の運賃を無料化 ※商工費で計上

　　影響額：4,227千円

障害を持った子どもや発達に不安のある子どもとその家族が気

軽に相談できる窓口の明確化や、安心して地域で子育てができ

るように関係機関との連携を強化

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

バスに乗ることが可能な身体状況にある70歳以上の市民を対象

に、バス無料乗車証を交付
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

特別養護老人ホーム整備補助（新規） 特別養護老人ホーム帯広至心寮の建設に係る償還補助 債務負担新規設定

　・増床分（10床） （平成24～44年度）

　・所在地  帯広市西5条南30丁目 限度額　14,900千円

特別保育事業（拡充）

延長保育の拡大 4,769 431 4,338 公立保育所における延長保育受入の拡大 事業費総額　125,436千円

雑入 　・3所（青葉、豊成、依田） 全公立保育所で実施

431

乳児保育の拡大 4,462 678 3,784 入所希望の増加に対応した受入枠の拡大 事業費総額　298,051千円

. 負担金 　・豊成保育所　6名拡大（3名⇒9名）

678

一時保育の拡大 6,745 7,700 △ 955 保育希望の増加に対応した受入施設の拡大 事業費総額　21,064千円

国庫負担金 　・豊成保育所

3,610 　（補完的に乳児のみ受入していた日赤東の受入は廃止）

雑入

4,090

子どものための手当 2,558,320 2,179,354 378,966 子どものための手当制度として平成24年4月分より支給

国庫負担金 　・費用負担割合　国と地方が2対1

1,800,388 　・所得制限を平成24年6月分から導入（年収9,600千円を予定）

道負担金 　・手当額（月額）

378,966 　　3歳未満

　　3歳以上小学校修了まで（第1・2子）

　　3歳以上小学校修了まで（第3子以降）

　　中学生

　　所得制限世帯

平成23年6月補正により改築分

（40床）実施済み

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

（　債務負担行為新規設定　)

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

15,000円

10,000円

15,000円

10,000円

5,000円
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

私立保育所耐震化事業 822 411 411 耐震診断が未実施である「やまびこ保育所」の耐震診断費補助

国庫補助金 　・対象面積　616.84㎡

411

公立保育所耐震化事業 169,500 135,600 33,900

市債

135,600 　・帯広保育所（0.15） （Is値の基準は0.7以上）

　・青葉保育所（0.11）

　・あやめ保育所（0.17）

　・ひばり保育所（0.29）

　・松葉保育所（0.29）

へき地保育所耐震化事業 7,284 3,700 3,584 耐震診断が未実施のへき地保育所の耐震診断及び実施設計

市債 　・川西保育所（木造　360.85㎡）

3,700 　・ことぶき保育所（ＲＣ　638.00㎡）

児童保育センター整備

栄児童保育センター整備 76,531 63,236 13,295 栄児童保育センター移転改築 供用開始　平成25年4月

道補助金 　・建設場所　栄小学校校区内（南東角地）

14,336 　・保育室面積　185㎡

市債 　・受入児童数　50名×2室

48,900

児童保育センター分室設置 18,900 12,600 6,300 入所児童数の増加に対応した分室整備 供用開始　平成24年10月

道補助金 　・3ヵ所（柏、光南、青葉）

12,600

耐震性を確保するため、上部構造評点の最小値を1.0以上とする

耐震補強

依田保育所はIs値が0.98のため

耐震補強の必要なし

事　　　　　　　業　　　　　　　名 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

事業費

10101010



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

児童会館施設整備事業 277,500 208,100 69,400 継続費設定（平成24～25年度）

市債 　・総事業費 555,000千円

208,100 　・付帯設備 エレベーター、オストメイトトイレ

生活保護世帯自立支援事業（拡充） 20,756 20,756

国庫補助金

18,121 　・農作業体験事業（参加予定数　5名）

道補助金 　　週1回程度の一般就労に近い就労体験

2,635 　・公園管理体験事業（参加予定数　5名）

　　週1回程度のボランティア型就労体験

　・障害者自立支援事業所体験プログラム（参加予定数　5名）

　　週2回程度の女性を対象とした室内型就労体験

　・こどもの健全育成プログラム（参加予定数　10名）

　　個別の学習支援や集団活動を通じた社会性の育成

　　年間30回（1回6時間程度）

不登校になりがちな被保護世帯のこどもを対象に、学習意欲の

向上や社会性、協調性の育成を図るプログラムを実施

事　　　　　　　業　　　　　　　名 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

事業費

生活保護受給者の自立支援を促進するため、一般就労に近い

就労体験や女性を対象としたプログラムを実施

施設機能の維持、安全性の確保を目的とした耐震補強改修工事

11111111



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

公衆浴場活性化推進事業（拡充） 10,800 10,800

　・（仮称）家族・地域の絆を育む ふれあい銭湯事業の実施

　　 15歳以下の入浴料金無料（保護者等同伴）

　　 月3回（土曜日、日曜日、祝祭日）を想定

　　 1施設あたり1回20,000円の補助

　　 年36回　15施設

夜間急病センター整備事業 11,452 8,450 3,002 夜間急病センター施設老朽化に伴う移転改築 平成26年度開設予定

道補助金 　・基本設計、実施設計

4,650 　・在宅当番医制の「センター化」を検討

市債 　・省エネ対策　天然ガスボイラー、太陽光発電、LED照明

3,800 　・所在地：柏林台西町2丁目

　・延床面積：624.46㎡

131,925 63,888 68,037

道補助金

63,888

　・接種対象者平成23年度までと同様

　　子宮頸がん予防ワクチン　13～16歳の女子 一部接種済みの17歳も対象

　　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン　2ヶ月以上5歳未満

妊婦健康診査事業（継続） 117,092 44,954 72,138

道補助金

44,954

事　　　　　　　業　　　　　　　名

浴場経営の安定化と、公衆衛生の維持増進に寄与することを目

的とした補助の拡充

衛衛衛衛 生生生生 費費費費

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

事業費

子宮頸がん、ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接

種事業（継続）

ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン等の同時接種後死亡事例を受け

て接種を一時見合わせたこと、子宮頸がん予防ワクチンの供給

不足により、接種できない期間があったこと等を踏まえ、引き続き

これまでと同様の対象者としたもの

国の第4次補正予算において、

子宮頸がん等ワクチン接種緊急

促進臨時特例基金の1年延長及

び積み増しの実施

全ての市区町村で14回以上の公費負担を実施していることを踏

まえ、引き続き同様の支援（5回から14回へ拡大分）を実施するも

の

国の第4次補正予算において、

妊婦健康診査支援基金の1年延

長及び積み増しの実施
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

自殺対策事業（新規） 1,236 1,236

道補助金

1,236

ごみ飛散対策事業（新規） 400 400 カラス等によるごみステーションの飛散防止対策

　・帯広タイプのサークルを試作し、飛散の多いごみステーション

　 で利用してもらい、効果、耐久性等を検証

　・町内会への推奨、普及活動の実施

新し尿処理施設整備事業 2,883 2,883

　・調査業務負担金

　・建設予定地 　 十勝川浄化センター内

市分担率　16.04％（見込）

　・事業スケジュール H24　　　　　国・道との事前協議

H25　　　　　地質調査、実施設計外

H26～28　　本工事

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

十勝19市町村のし尿・浄化槽汚泥について、十勝川浄化セン

ターで処理するため、し尿等受入・前処理施設の整備に向けた

協議等の実施

左の財源内訳

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名

相談機関に繋げていくため、携帯電話等を利用したメンタルセル

フチェックシステム「こころの体温計」を導入
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

環境モデル都市行動計画事業 別紙参照

《ライフスタイルの変革》

　環境モデル地域事業（新規） 1,160 1,160

基金繰入金

1,160 　・省エネナビの購入

　・3団体への補助 診断経費 平均10万円/件

《新エネルギー･省エネルギーの導入促進》

　新エネルギー導入促進事業（拡充） 221,410 195,705 25,705 新エネルギー導入促進事業補助金 平成23年度当初予算

国庫補助金 　・住宅用太陽光発電システム　補助 250件、貸付 100件 太陽光補助140件、貸付70件、

25,705 　・木質ペレットストーブ 005件 ペレット5件、エコジョーズ30件、

貸付金元利収入 　・エコジョーズ 050件 エコキュート73件

170,000 　・エコキュート 100件

　公共施設の新エネルギー・省エネルギー 71,597 16,800 54,797 高効率照明灯整備 平成24年度整備分

　導入促進 市債 　・防犯灯850灯　道路照明灯200灯　公園照明灯20灯　（43,080） 一部再掲

16,800 　・啓親福祉センター 駐車場照明灯（800、600、200）

　・栄児童保育センター 館内照明灯（4,841、3800、941)

　・消防署東出張所 館内照明灯

　・帯広川下水終末処理場 構内照明灯（下水道事業会計）5071 事業費は下水道事業会計分除く

天然ガスへの転換

　・森の交流館・十勝 天然ガスボイラー（9807,7300,2507）

　・消防署東出張所 エコジョーズ設置、館内照明灯（6899,5100,1799)

　省エネ診断事業（新規） 300 300 中小企業等の省エネルギー診断に対する補助

基金繰入金 　･30千円/件　10件

300

《情報発信》

　自転車利用促進事業 1,300 500 800

道補助金

500

環境と健康にやさしい自転車を利用し、十勝の環境・健康・観

光・食などの情報を発信

家庭部門での省エネルギーを推進するため、地域の自発的な行

動・アイデアを活かした市民提案型の事業を実施

事　　　　　　　業　　　　　　　名 備　　　　　　　考

左の財源内訳

事業費 事　　　　業　　　　内　　　　容
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

労働相談事業 2,112 2,112

緊急雇用創出推進事業 109,195 109,195

道補助金

109,195 　・16事業 雇用者数　79人（うち新規雇用　67人）

地域人材確保・マッチング事業（拡充） 6,500 6,500

地域雇用創造実現事業 3,955 3,955 協議会予算

(帯広地域雇用創出促進協議会補助金） 　平成24年度　45,472千円

　・十勝のブランド全国展開総合商社事業 　平成25年度　45,507千円

　・十勝の農産品を活用した地域商品開発「白い大地の恵みプ 　計　　　90,979千円

　　ロジェクト」

求職者登録システムとキャリアカウンセリングにより、優秀な人材

の情報を提供し、求人側と求職者のマッチングを図る

帯広地域雇用創出促進協議会が国の委託を受け実施する、特

産品の販路拡大事業及び新たな地域商品の開発事業を支援

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

地域労働者が安心して働けるよう相談員体制の充実を図り、市

民労働相談の日を第2、第4火曜日から毎週火曜日に拡充

北海道の基金を活用し、震災等の影響による離職者、非正規労

働者等の雇用機会を創出

労労労労 働働働働 費費費費

左の財源内訳

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名

現行 見直し

人員体制 社会保険労務士　3名 社会保険労務士　2名

労働関係専門家　3名（2団体より推薦）

（上記のほか、1団体より1名、半年間委嘱）

労働相談の日 第2・第4火曜日 毎週火曜日

13:00～15:00 13:00～15:00
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

農用地等集団化（交換分合）事業 10,706 6,067 4,639 南上帯広地区（2年目　150ha）

国庫補助金 　・「交換分合計画推進委員会」設立、地権者の同意とりまとめ

6,067

農業センターへのＡＥＤ設置（新規） 494 494 避難場所に指定されている農業センター8ヵ所にＡＥＤを設置 ※うち4ヵ所分は総務費に計上

道営草地整備事業 25,353 23,109 2,244 全体事業費　100,000千円

道委託金

165 　・農家 草地整備改良、草地造成改良

雑入 　・牧場 草地整備改良、隔障物整備など

7,044

市債

15,900

道営畑地帯総合整備事業 116,206 102,330 13,876 全体事業費　939,365千円

道補助金

55,830 　・川西北地区 暗渠15.9ha

市債 　・大正北地区 明渠180.0m、区画整理3.6ha、

46,500 暗渠13.4m、土層改良45.1ha

　・川西西地区 暗渠37.0ha、土層改良27.3ha

　・大正南地区 区画整理10.4ha、暗渠49.0ha、

土層改良36.5ha

　・川西中央地区 区画整理25.0ha、暗渠28.5ha、

土層改良64.8ha

　・大正中島地区 測量調査（区画整理、暗渠、土層改良）

担い手の育成・支援と合理的な生産を確保するため、農業基盤

整備を実施

事　　　　業　　　　内　　　　容

自給飼料の増産と経営基盤の安定を図るため、酪農家及び八

千代牧場の草地を整備

備　　　　　　　考

農農農農 林林林林 水水水水 産産産産 業業業業 費費費費

左の財源内訳

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

みどり輝く森林づくり推進事業補助金（新規） 704 704

　・下刈（2回刈） 16,500円/ha

　・下刈（1回刈） 11,000円/ha

　・除・間伐（2回目まで） 16,500円/ha

市有林造成事業 34,308 29,535 4,773 第11次帯広市森林施業計画（平成23～27年度）に基づく整備

道補助金 　・新植、下刈、地拵、間伐、受光伐、補植等

15,035

市債

14,500

森林作業路整備事業 18,125 18,085 40 木材を効果的・効率的に搬出するため、必要な路網を整備

道補助金 　・紅葉4号作業路 L=1,000m、W=3.0m

17,485 　・南岩内線（基幹作業道） 測量調査委託

市債 L=3,225m、W=3.5m

600

フードバレーとかち推進事業

（農林水産業費計上分）

食の安全・安心の取り組み発信

有機資源循環システムの構築

飼料自給率向上対策事業

黒毛和牛生産振興事業

森林の適正管理を促進するため、私有林への保育事業（下刈、

除・間伐）に対し補助

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事　　　　業　　　　内　　　　容 備　　　　　　　考

左の財源内訳

事業費
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

地域商店街活性化法認定計画事業補助金 1,517 1,517 平成23～25年度

全体事業費 60,422千円

　・空き店舗改装　2ヵ所

　　バリアフリー化、設備改修等

新中心市街地活性化基本計画の策定

駅前交通広場整備事業 1,500 1,500

　・改修対象　1,108.2m

地域観光圏連携事業 522 522 帯広-富良野-旭川連携事業 全体事業費 3,000千円

参加都市 帯広、富良野、旭川 　　（国庫補助 1,500千円）

目　　　的

事業内容 台湾航空会社、旅行エージェントの招聘

十勝魅力発信推進事業 435 435 全体事業費 14,000千円

　・道央圏からの誘客事業 　・道央圏 4,000千円

　　さっぽろオータムフェスト出展 　　（道補助 2,000千円）

　・首都圏での誘客事業 　・首都圏 10,000千円

　　首都圏イベントへの出展等 　　（道補助 10,000千円）

とかちの魅力発信プロジェクト推進協議会によるオール十勝での

国内プロモーション活動を実施

帯広・旭川空港を利用した「食と体験観光」をテー

マとした観光ツアーの造成

中心市街地活性化基本計画がH23年度末をもって終了すること

から、総括検証を踏まえた新たな基本計画を策定

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

国の地域商店街活性化法の認定を受けた、電信通り商店街の

活性化計画事業に対する補助

駅周辺の点字ブロックが、経年劣化により周囲の道路の色と判

別が難しくなってきていることから、識別しやすい黄色へ改修

事　　　　　　　業　　　　　　　名

商商商商 工工工工 費費費費

左の財源内訳

事業費
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

フードバレーとかち推進事業

（商工費計上分）

企業間マッチング・フォローアップ事業

地域ブランド向上研究支援事業

東アジア市場等展開支援事業

イメージアップキャンペーン

「食と環境・国際フォーラム」の開催支援

東アジア観光プロモーション事業

「フードバレーとかちフェスティバル」の開催

フードバレーとかち人材連携強化事業

フードバレーとかち人材育成事業

本州食品関連企業等との連携促進

フードバレーとかちの推進

国際戦略総合特区の活用

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容事　　　　　　　業　　　　　　　名

左の財源内訳

事業費
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

特殊舗装整備事業 305,000 274,500 30,500 特殊舗装打替工事

市債 　・西19南5・26号線　外　　　　　　L=6,700m

274,500

オーバーレイ工事

　・川西・上清川基線線、南7線・・L=1,310m

道路側溝整備事業 50,000 45,000 5,000 側溝整備工事（雨水管の埋設）

市債 　・西19南5・11号線　外　　　　　　L=0,670m

45,000

生活道路整備事業 820,400 725,000 95,400 施　　工　　区　　間

市債 川西・5号線 川西町西1線 用地、補償、橋梁（完了予定）

725,000 南14丁目西乙線 西12～13条南14丁目 L=110m、W=20m、調査、補償

別府・空港南町西9号線 空港南町南12～13線 L=300m、W=8.5m

西17北2・1号線 西17条北2丁目 L=300m、W=12m

北3丁目線 西4～5条北3丁目 L=130m、W=20m（完了予定）

西18南3・1号線 西18条南3丁目 調査

南町東・13号線 南町東5条7丁目 L=90m、W=12m

西11条南乙線 西11条南17丁目 L=110m、W=20m

西19南5・2号線 西19条南5丁目 L=150m、W=12m

西20南5・2号線 西20条南5丁目 L=163m、W=12m

南22丁目西乙線 西5～6条南22丁目 L=150m、W=20m（完了予定）

鉄南火防線 西1条南19丁目～東1条南22丁目 L=680m、W=27.27m

大空町・87号線 大空町9丁目 用地

農村地区生活環境整備 川西地区・大正地区 L=3,500m

市道現況調査

交通安全施設整備事業 6,000 5,400 600 歩道の整備

市債

5,400

路　　線　　名　　等 事　業　内　容　等

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

事　　　　業　　　　内　　　　容 備　　　　　　　考

土土土土 木木木木 費費費費
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

河川改良事業 5,700 1,500 4,200 　・ヌップク川道路横断管渠工事

雑入 　・機関庫の川河川用地取得（整備は北海道が実施）

1,500

おびひろマザーフォレスト事業（新規） 帯広の森の成長によって、自然に発生する実生苗を苗畑で育

て、公共地の他、団体、企業、個人などの緑化に取り組む市民

に苗木を配布し、民有地の緑化を促進

　・配布本数 ：200本程度（一般公募）

　・樹種 ：ミズナラ、オニグルミ、ヤマモミジ、ナナカマド等

　・配布先 ：企業、ＮＰＯ法人、各種団体、個人

　・配布方法 ：広報等により、苗木希望者を募集

：希望者多数の場合は抽選や配布本数の調整

：受取希望者が引取に来ることが条件

　・料金 ：無料

慶事記念樹贈呈事業（見直し） 1,000 1,000 出産、新築に併せて贈呈している記念樹について見直し

基金繰入金 　・贈呈樹種のうちイチイ、ナシを廃止し、新たにヤマボウシ、

1,000 　・ナツツバキ、ウツギ、スモモ、ヤマモミジ、ブルーベリーを

　・追加（現行のツツジ、リンゴ、サクランボと合わせ9種類）

　・平成24年度までに配布した苗木引換券の交換期限を平成

　・26年3月31日までとし、市民周知を実施

みどりの資源利活用事業（新規） 100 100 樹木の枝、落葉に対するマイナスイメージの転換、資源の有効

利用、ゴミ及び処理経費の削減のため、枝、落葉の利用につい

て検証

　・落葉自己利用事業

モデル事業として公園（2ヵ所）に落葉堆肥化容器を設置し、

園芸用堆肥として地域で活用

　・その他事業

落葉回収利用、家庭剪定枝回収売払等については庁内組

織において手法、利用先等を検討

備　　　　　　　考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

事　　　　業　　　　内　　　　容

21212121



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

都市計画道路整備事業 1,180,699 1,140,300 40,399 施　　工　　区　　間

国庫補助金 玄武通 西15条北6丁目～西16条北2丁目 L=108m、W=18m、函渠、用地、補償

675,600 東大通 東4条南3丁目 用地、補償

雑入 木賊原通 西8条北3丁目～西12条北4丁目 調査、用地、補償

300 青柳通 西8条南29丁目～西9条南31丁目 調査、用地、補償

市債 学園通 西10条南41丁目 用地、未施工部工事

464,400 西16南1・西6号線 西16条北2丁目 L=90m、W=18m（完了予定）

稲田町4号線 川西町西1線～稲田町西2線 L=404m、W=11.5m、補償（完了予定）

大和通線 西16～17条南1丁目 調査、用地、補償

川西・7号線 川西町西1～2線 L=454m、W=12.5m、函渠、補償（完了予定）

川西・稲田西2線線 稲田町西2線 調査

啓北グリーンロード 西9条北１丁目～西8条北3丁目 植栽

公園整備事業 229,267 175,030 54,237 施　　工　　場　　所

国庫補助金 稲田東公園 西5条南41丁目 設計委託

76,630 北西第3児童公園 西17条北3丁目 設計委託

市債 中島霊園 西21～22条北5丁目 緑地整備、用地取得、物件補償

98,400 大山緑地 西17条南6丁目 施設整備、用地取得

公園バリアフリー化事業 41,000 38,900 2,100 園路の段差解消や多目的トイレの設置など、公園のバリアフ 平成21～31年度で26ヵ所整備

国庫補助金 リー化

20,500 　・西町公園、発祥の地公園

市債

18,400

帯広の森整備事業 74,000 68,500 5,500 帯広の森の利活用のための園路・施設等の整備

国庫補助金 　・施設整備整備 ： 広場1ヵ所、駐車場1ヵ所、築山造成

37,000 　・園路整備整備 ： L=250m

市債 　・橋りょう整備 ： L=015m

31,500 　・標識整備整備 ： 案内標識1式

備　　　　　　　考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

事　　　　業　　　　内　　　　容

事　業　内　容　等

路　線　名　等 事　業　内　容　等

公　　園　　名

22222222



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

おびひろ住宅づくり奨励金（見直し） 40,000 20,000 20,000 定住及び省エネ建築の促進を目的とし、市内に北方型住宅を新

国庫補助金 築・購入する若年世帯に対する地域商品券交付事業を見直し

20,000 　・見直し内容

　　住宅基準を北方型住宅に加え、次世代省エネ基準を満たす

　　住宅も対象とする

　　対象世帯にひとり親世帯を追加

住宅リフォーム助成金（新規） 20,000 20,000 緊急経済対策として、住宅リフォームを行う世帯に対し、地域商

品券を交付（平成26年度までの3ヵ年）

　・補助枠 100千円×200件（超過の場合は抽選）

　・補助要件 リフォーム工事費20万円以上

自ら所有している住宅

市内に住所を有し、市税に滞納がない

市内の施工業者で工事

ユニバーサルデザイン住宅建設資金貸付制度 76,725 75,862 863 ユニバーサルデザイン住宅の建設、増改築を行うものに対する

（見直し） 国庫補助金 貸付制度の見直し

862 　・見直し内容

貸付金元利収入 　　　トイレ、玄関の基準を緩和

75,000 　　　上限額500万円→300万円

　　　（ＵＤ標準仕様化分を減額）

　・見直し後の住宅建設資金貸付制度

　　　新築増　上限 3,000千円

　　　増改築　上限 1,500千円

地域優良賃貸住宅整備費補助金 36,000 18,000 18,000 地域優良賃貸住宅の整備に対する補助

国庫補助金 　・子育て型　　20戸

18,000 　・入居者の要件

　　小学校就学前の児童と同居する者

　　世帯の所得の合計が月額158千円以下の者

備　　　　　　　考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

事　　　　業　　　　内　　　　容
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

公営住宅建替事業 371,269 351,328 19,941 団　地　名　等 事　業　内　容　等

国庫補助金 公営住宅整備

178,128 　・大空団地3街区（天） 建設工事　　平成23～24年度　4階建20戸 継続費（2年目）

市債 ストック総合改善

173,200 　・大空団地3街区（光2号棟） 設計委託

　・柏林台団地南町 灯油メーター交換、ポンプ室改修、手すり設置

　・公園東町団地 手すり設置、段差解消、給油設備改修等

備　　　　　　　考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

事　　　　業　　　　内　　　　容

24242424



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

応急知識普及事業（拡充） 729 700 29

雑入

700 　・心肺蘇生訓練用人形

　・ＡＥＤトレーニングユニット

消防車両整備事業 50,133 43,432 6,701 化学消防ポンプ自動車の更新（25年経過）

国庫補助金 　・配置場所　森の里出張所

13,432

市債

30,000

消防出張所整備事業 75,326 55,300 20,026

市債

55,300 　・増築・改修工事

　・H24：延面積581.82㎡（増築 161.82㎡、内部改修44.25㎡）

　・構造等：RC構造2階建（一部渡り廊下による別棟）

　・消防体制：配置人員20名、配置車両3台

　（タンク車、救急車、分団車）

　・天然ガス暖房・給湯機器の導入

消防出張所耐震化事業 2,100 2,100 大正出張所の耐震補強及び老朽化に伴う改修

市債 　・実施設計

2,100

消防団詰所整備事業 4,600 2,200 2,400 川西第３分団詰所の耐震化及び老朽化に伴う改築

市債 　・実施設計、地耐力調査

2,200

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

バイスタンダーの養成を進めるため、普通救命講習で使用する

資器材を購入

事　　　　　　　業　　　　　　　名

消消消消 防防防防 費費費費

事業費

東出張所と鉄南出張所を統合するため、東出張所を増築及び改

修
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

消防救急無線デジタル化事業 76,485 73,600 2,885 平成24年度　　　　基本設計

雑入 平成25年度　　　　実施設計

73,600 　・基本設計（電波伝播調査） 平成26～27年度　設置工事

※基本設計業務について、町村の5消防本部から事務を受託 平成28年度　　　　運用開始

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

消防救急無線について、現行のアナログ方式が平成28年5月末

の使用期限であることから、デジタル化を実施
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

小・中学校適正配置推進事業（新規） 107,850 1,500 106,350 記念広場整備　平成25年度

市債 ※一部総務費、土木費で計上

1,500 　・旧校舎、屋体等の解体 土地売払収入　　197,906千円

　・記念広場の整備に向けた実施設計　3,200㎡ 土地売払収入　　197,906千円

　・記念広場以外の土地売払　16,915㎡

　・冬期間のスクールバスによる通学支援　11月～3月

外国人講師派遣事業（見直し） 20,804 20,804

　・派遣契約による講師の嘱託職員化（1人）

　・小学校の外国語活動時間において、年間10時間の派遣時間

　　数増

絆を育む学校づくり支援事業 10,000 10,000 平成18～20年度

　　夢のある学校づくり支援事業

平成21～23年度

　　活力ある学校づくり支援事業

　・基礎配分（総合的な学習の時間における特色のある教育活

　・動の計画・推進）　　40校

　・査定配分（独自の学校改善プログラムの策定）

　　　人との絆　　300千円（1校あたり上限額）

　　　ふるさととの絆　300千円（1校あたり上限額）

幼保・小・中連携事業 240 45 195 ※一部民生費で計上

道補助金

45

　・エリア・ファミリーの構築（緑園、大空、川西、清川地区）

　・エリアごとの連携協議会の設置

教教教教 育育育育 費費費費

豊成小学校移転に伴う、地域との協議に基づく跡地の整備及び

遠距離通学児童に対する冬期間の通学支援

学習指導要領の改訂に伴う外国語の授業時間数増に対応した国

際理解教育指導助手（ALT）の派遣体制の見直し

学校が「地域の中の学校」として機能していくことを目的とし、人と

の絆、ふるさととの絆をテーマとして、各学校が独自に策定した学

校改善プログラムのうち、特に効果があると認められる先進的、

先駆的な事業に対し助成

いわゆる「小1プロブレム」、「中1ギャップ」を解消するため、中学

校区を中心とした幼保・小・中連携エリアの設置に向けた協議、検

討

平成26年度までに全ての中学校

区（14地区）においてエリア・ファ

ミリーを構築

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

学校支援地域本部の設置（拡充） 488 325 163 事業費総額 3,488千円

道補助金 設置校（平成23年度）

325 小学校16校

中学校13校

　・設置校数　2校（川西小、川西中）

生活介助員の配置（拡充） 4,072 4,072 事業費総額 52,098千円

配置人数（平成23年度）

小学校　20人

　・生活介助員　2人増 中学校　　7人

特別支援教育補助員の配置（拡充） 2,566 2,566 事業費総額 47,391千円

配置人数（平成23年度）

小学校　33人

　・補助員　2人増 中学校　12人

　・中学校の学習指導要領の改訂に伴う勤務時間数の増

教材教具整備事業（拡充） 11,709 11,709

　・剣道　竹刀、防具一式

　・相撲　簡易まわし、土俵マット

特別支援学級の設置（拡充） 2,600 2,600 知的学級設置校（H23.5.1現在）

　小学校21校（うち拠点校　9校）

　中学校10校（うち拠点校　5校）

　・知的学級（自校方式への移行）　4校

　・・豊成小、若葉小、つつじが丘小、南町中

介助が必要な児童生徒の教育機会を確保するため、障害の程

度に応じた授業中の介助、車いすでの教室間の移動介助等を

行う生活介助員の配置

事　　　　　　　業　　　　　　　名 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

事業費

学校における様々な教育活動において、地域の教育力を活か

すために、中学校区を中心に設置された学校支援地域本部を

核とし、地域コーディネーター、ボランティア等が組織的な活動

を行う体制を構築

学習指導要領の改訂に伴う、中学校体育における武道の必修

化に対応した用具の整備（剣道10校、相撲4校）

平成23年度より中学校5校で先

行実施

知的学級に在籍する児童生徒の増加、一人一人の教育的ニー

ズへのきめ細かな対応を目的とした、知的学級の拠点校方式か

ら自校方式への計画的な移行

ADHDやLD等の傾向を有する児童生徒を抱え、学級運営に支

障をきたしている学級を支援するため、特別支援教育補助員を

増員
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

特別支援教育就学奨励事業（拡充） 161 161

　・対象生徒数　2人

義務教育施設整備

栄小学校 432,880 415,421 17,459 校舎建築 平成25年度供用開始予定

国庫補助金 　・構造 鉄筋コンクリート造3階建

138,521 　・建築面積 5,261㎡

市債 　・太陽光発電（20kWh）

276,900

啓西小学校 644,087 635,417 8,670 統合プール建築 平成25年度供用開始予定

国庫補助金 　・建築面積 1,358㎡

303,117 　・災害時における生活用水としての活用を想定した

市債 　・膜ろ過装置を整備

332,300

学校施設の耐震化 425,210 424,700 510

国庫補助金

174,000 　・実施校数

市債

250,700

7校（西小、第四中、第七中、大空中、第八中、大

空小、西陵中）

通常学級に在籍する車いすの生徒が修学旅行に参加する際の

バス移動にあたって、リフト付きバスを利用する場合、差額分を

支給

肢体不自由児童生徒の修学旅行に保護者が同行しなくても入

浴介助を実施できる体制の整備

平成23年度3月補正予算に継続

費（平成23～25年度）計上

建設工事費については、平成23

年度3月補正予算に計上

昭和56年以前に旧耐震基準で建設された学校施設について、

診断結果を基に耐震化事業を実施

平成23年度3月補正予算に計上

事　　　　　　　業　　　　　　　名 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

事業費

29292929



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

雑誌スポンサー制度の導入（新規）

移動図書館バス整備事業 1,425 1,425 移動図書館バスの更新（導入より21年経過) 総額　17,094千円（6年リース）

　・中型バス  1台

　・平成24年10月更新予定

学校開放事業 1,315 1,215 100 新豊成小学校屋内プール・運動場の一般開放 平成25年度以降

使用料 　・一般開放開始　　平成24年6月上旬 　　4月1日～1月31日まで開放

1,215 　・スポーツ推進員の定期的配置による泳法指導の実施、総合型

　・地域スポーツクラブ等による水泳教室の開催、スポーツ少年団

　・等の団体利用促進

　・一般開放を実施している屋内プールへのAEDの設置

　　　光南小、新豊成小

東日本大震災への対応

大会・合宿等誘致事業 2,188 2,188

　・宿泊先と体育施設間の移動手段としてバス等の借り上げ

　・連続3泊以上市内に宿泊し、施設や利用料の助成を受けてい

　・ないこと等を要件として、1人あたり1泊1,500円を助成

　・合宿団体数　　　6団体

　・合宿参加人数　 132人

　・延べ宿泊数　　　792泊

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

東日本大震災の影響で合宿地の変更を余儀なくされている大学

のスポーツ部等が市内で合宿を行う際に、移動手段の支援及び、

宿泊助成を実施

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

企業・団体等が購入費用を負担した雑誌を図書館へ提供してもら

い、雑誌カバー、雑誌配架棚に広告を掲載

歳出縮減影響額 100千円

30303030



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

1,500 1,500 平成23年度より帯広市で開催

　・開催日時　平成24年8月中旬

　・開催場所　帯広の森球技場、グリーンパーク　他

　・参加チーム数　48チーム

　・参加選手・役員数　約1,400人

2,739 2,739 被災地での生活復旧等に向けた支援のため職員を派遣 ※総務費で計上

　・派遣内容　3ヵ月×2人×4回

文化活動団体・指導者育成事業（拡充） 500 500 帯広市青少年芸術文化活動派遣研修補助基準の見直し 事業費総額 1,100千円

　・文化少年団（1人あたりの単価設定とし、補助金額は高等学

　・校の単価と同一）

　・上限額の基準となる人数を20人から40人に引き上げ

区分               改正後

「日本クラブユースサッカー選手権大会」の

開催

日本クラブユース選手権（U-15）大会及びデベロップカップ2012の

開催を支援

被災地支援のための職員派遣

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

　高等学校

　（道外）

1人あたり15,000円以内

（上限30万円）

⇒　1人あたり15,000円以内

　　（上限60万円）

　文化少年団

　（道外）

75,000円以内（10人未満）
⇒　1人あたり15,000円以内

　　（上限60万円）100,000円以内（10人以上）　

　高等学校

　（道内）

1人あたり8,000円以内

（上限16万円）

⇒　1人あたり8,000円以内

　　（上限32万円）

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

改正前

　文化少年団

　（道内）

45,000円以内（10人未満）
⇒　1人あたり8,000円以内

　　（上限32万円）60,000円以内（10人以上）　

31313131



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

スポーツ大会派遣支援事業（拡充） 1,000 1,000 事業費総額 6,000千円

基金繰入金

1,000 　・スポーツ少年団における1人当たり単価への統一

区分               改正後

8,000円以内（個人）

　・高等学校における全国大会派遣特例基準の見直し及び全国

　・高等学校総合体育大会（インターハイ）団体競技における補

　・助制度の創設

*補助基準内に明記

*新たにバスケットボール、ハンド

ボール、ソフトボール、アイスホッ

ケーが追加となる

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

⇒　1人あたり15,000円以内

　　（登録人数を上限）

100,000円以内（10人以上）　

15,000円以内（個人）

　 スポーツ少年団

　 （道外）

75,000円以内（10人未満）

　 スポーツ少年団

　 （道内）

45,000円以内（10人未満）

⇒　1人あたり8,000円以内

　　（登録人数を上限）

60,000円以内（10人以上）　

事　　　　　　　業　　　　　　　名

左の財源内訳

事業費

帯広市スポーツ振興事業補助金派遣補助基準の見直し

改正前

全国大会 団体の場合（引率者1人含む） 1団体1人につき 15,000円 全国大会 団体の場合（引率者1人含む） 1団体1人につき 15,000円

道外 道外

個人の場合（引率者1人含む） 1人につき 15,000円 個人の場合（引率者1人含む） 1人につき 15,000円

(特例)

・全国高等学校野球選手権大会

・全国選抜高等学校野球大会 1団体につき

・全国高等学校ラグビーフットボール大会

・全日本バレーボール高等学校選手権大会

・全国高等学校サッカー選手権大会

1団体 10人～14人 500,000円

1団体 15人～19人 750,000円

1団体 20人以上 1,000,000円

1団体 10人～14人 150,000円

1団体 15人～19人 250,000円

1団体 20人以上 300,000円

全国大会 団体の場合（引率者1人含む） 1団体1人につき 8,000円 全国大会 団体の場合（引率者1人含む） 1団体1人につき 8,000円

道内 道内

個人の場合（引率者1人含む） 1人につき 8,000円 個人の場合（引率者1人含む） 1人につき 8,000円

500,000円以内

区分 内容 対象人員 補助金額

日本体育協会加盟団体の主催する全国大会、

又は全国障害者スポーツ大会で登録人数が

10人未満の団体競技（市内校）

3,000,000円以内

(管内市外校につ

いて1,000,000円

以内とし、当該町

村の補助金額の2

分の1以内)

日本体育協会加盟団体の主催する全国大会、

又は全国障害者スポーツ大会で登録人数が

10人以上の団体競技（市内校）

日本体育協会加盟団体の主催する全国大会、

又は全国障害者スポーツ大会で登録人数が

10人以上の団体競技（管内市外校）

全国高等学校総合体育大会団体競技（10名

以上の市内在住選手が登録される団体競技）

（市内校）

1団体につき

1団体につき

3,000,000円以内

1,000,000円

(当該町村の補助金

額の2分の1以内)

改正前 改正後

区分 内容 対象人員 補助金額

*補助基準ではなく、別途特例基準とし

て整理

全国高等学校総合体育大会団体競技（10名

以上の市内在住選手が登録される団体競技）

（管内市外校）

1団体につき（登録選手

のうち市内在住者過半

数を占める場合）

見直し

追加
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

帯広の森陸上競技場改修工事 144,137 131,787 12,350

雑入

94,887 　・走路トラック、外周跳躍種目周辺部改修

市債 　・信号線改修

36,900

新たな学校給食調理場整備事業 62,209 62,209 平成27年度供用開始予定

　・本体工事　平成25年度～平成26年度

　・調理機器については、衛生管理上、調理作業上、より効率の

　・良い方法を比較し、最良の機器を選定するため、プロポーザ

　・ルを実施

全道大会以上の選手権、地方に

おける全国的競技会の開催条

件

平成25年4月の次期2種公認検定に対応するための改修工事の

実施

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

新たな学校給食調理場基本構想、基本計画に基づく基本設計、

実施設計、地耐力調査の実施

事　　　　　　　業　　　　　　　名

左の財源内訳

事業費

33333333



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

国民健康保険の持続的な運営 1,995,599 579,195 1,416,404

国庫負担金

66,009 　・医療費の適正化

道負担金 　　　ジェネリック医薬品差額通知の実施

513,186 　　　　医療費削減見込額：8,639千円/年

　　　特定健康診査未受診者に対する個別受診勧奨の実施

　・累積赤字の解消

　　　平成22年度赤字額　94,302千円の解消

　　　　負担割合　一般会計：62,868千円（2/3）

　　　　負担割合　国保会計：31,434千円（1/3）

　・保険料負担の抑制

　　　一般会計繰入金による保険料軽減：368,200千円

　　　賦課限度額の改定：医療分49万円⇒51万円

⇒一人当たり保険料改定率：2.5% 平成23年度改定率：約3.0％

後期高齢者医療保険料の改定 484,551 253,379 231,172 保険料負担抑制の取り組み

道負担金 　・剰余金の活用　　　　　　　　　　　　　29億7,800万円

253,379 　・財政安定化基金（北海道）の活用　81億3,000万円（2年総額）

　・保険料賦課割合の変更

　　　均等割50：所得割50⇒均等割52.5：所得割47.5

　・保険料賦課限度額の改定  

　　　50万円⇒55万円

⇒一人当たり保険料改定率：2.48% 平成22年度改定率：約5.0％

国国国国 民民民民 健健健健 康康康康 保保保保 険険険険 会会会会 計計計計

国民健康保険会計の持続的な運営と保険料負担の抑制の取り

組み

※事業費は一般会計繰入金で

あるもの

※事業費は一般会計繰入金で

あるもの

平成23年度

軽減繰入額：340,954千円

後後後後 期期期期 高高高高 齢齢齢齢 者者者者 医医医医 療療療療 会会会会 計計計計

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名

左の財源内訳

34343434



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

介護保険事業計画策定に基づく保険料改定 10,344,935 9,051,819 1,293,116

介護保険料

2,052,302 　・現行4,190円⇒4,890円

国庫負担金 　・保険料抑制に係る措置

1,853,770 　　　介護給付費準備基金繰入　　　　430,000千円（3年総額）

国庫補助金 　　　財政安定化基金（北海道）取崩　　80,514千円

517,246

支払基金交付金

3,000,029

道負担金

1,508,331

道補助金

80,514

繰入金

39,623

繰越金

1

雑入

3

中島霊園整備事業 276,602 276,602 墓地需要に合わせた墓所の造成

使用料 　・用地取得　37,298㎡、物件補償

2 　・墓所造成　4㎡　120区画、　6㎡　85区画

市債

276,600

中中中中 島島島島 霊霊霊霊 園園園園 会会会会 計計計計

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 会会会会 計計計計

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名

左の財源内訳

第五期帯広市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づ

く、給付費の増加に伴う保険料改定
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

農村下水道整備 55,995 51,766 4,229

分担金

8,566 　・整備基数 25基

市債

43,200

ばんえい競馬の開催 10,844,632 10,844,632 ばんえい競馬開催

収益事業収入 　・発売額 10,365,372千円、67,748千円/日

10,369,122 （H23 ： 10,732,308千円、70,146千円/日）

手数料 　・開催日程　 26開催　153日 （H23 ： 26開催　153日）

1,511 　・ナイター開催　75日 （H23 ： 51日）

財産運用収入 コストの抜本的見直し

218 　・光熱水費、廃棄物処理の受益者負担化

寄附金 　・事務委託の見直し

1 　・広報業務の見直し

繰入金

8,750

市預金利子

1

雑入

465,029

ばばばば んんんん ええええ いいいい 競競競競 馬馬馬馬 会会会会 計計計計

農農農農 村村村村 下下下下 水水水水 道道道道 事事事事 業業業業 会会会会 計計計計

備　　　　　　　考

左の財源内訳

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名 事　　　　業　　　　内　　　　容

下水道未整備地区に点在する住宅の生活環境の保全及び公

衆衛生の向上を図るため、個別排水処理浄化槽を設置
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

災害対策事業 36,390 36,390 災害対策及び応急給水体制の充実

内部留保資金 　・応急給水車両購入

36,390 　　　4ｔ加圧タンク車（1台）、2ｔ加圧タンク車（1台）

　・応急給水所用資材購入（4箇所）

　・給水タンク注水用給水栓設置（1箇所）　等

漏水対策の充実

　・相関式漏水探知機購入（1台）

稲田浄水場等施設改修事業 215,861 215,861 南町配水場改築等実施設計委託

国庫補助金 配水池耐震補強等工事

33,000 防水フェンス設置工事等

企業債

111,500

内部留保資金

71,361

配水ブロック化事業 53,400 53,400 配水ブロック整備 平成24年度整備完了

内部留保資金 　・計測器設置工事

53,400 　・連絡仕切弁等設置工事

配水管整備事業 752,068 752,068 管路整備

補償金 　・第7次配水管整備事業 2,168m

16,168 　・管路近代化事業　　　　　　　　7,971m

企業債

688,500

内部留保資金

47,400

備　　　　　　　考

水水水水 道道道道 事事事事 業業業業 会会会会 計計計計

左の財源内訳

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名 事　　　　業　　　　内　　　　容
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主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

おびひろ極上水製造販売事業 6,024 5,324 700 販売本数　91,800本

営業収益

5,726

内部留保資金

△ 402

専用水道事業（新規） 3,028 3,028 専用水道権限移譲事務

営業収益 バックアップ料金関係事務

53

営業外収益

33,516

内部留保資金

△ 30,541

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

38383838



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

下水道施設長寿命化事業 53,800 52,742 1,058 管渠長寿命化事業

国庫補助金 　・実施設計委託

20,400 処理場長寿命化事業

企業債 　・長寿命化計画策定

28,000

内部留保資金

4,342

消化ガス発電設備整備事業 10,000 10,000 消化ガス発電実施設計委託

国庫補助金 　・設置場所　帯広川下水終末処理場

5,000 　・CO2削減効果　約254ｔ/年

内部留保資金

5,000

終末処理場施設改修事業 208,187 201,095 7,092 帯広川下水終末処理場

国庫補助金 　・反応タンク設備更新、耐震補強、鉄骨塗装工事

86,000 　・第2最初沈殿池防食塗装工事

企業債 　・中央監視装置実施設計委託

86,000

内部留保資金

29,095

備　　　　　　　考

下下下下 水水水水 道道道道 事事事事 業業業業 会会会会 計計計計

左の財源内訳

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名 事　　　　業　　　　内　　　　容

39393939



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

公共下水道整備事業 398,935 398,935 汚水管整備　　　　　　　371m 平成24年度末整備率

国庫補助金 雨水管整備　　　　　　2,013m 　汚水整備率98.7％

130,800 　雨水整備率68.9％

企業債

219,500

内部留保資金

48,635

合流式下水道改善事業 90,000 42,331 47,669 旧鎮橋中継ポンプ場用途廃止に伴う修繕

内部留保資金 　・圧送管充填修繕

42,331 　・機器撤去、災害備蓄庫整備

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費 備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

40404040



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

300,115 207,642 92,473 以下、新規事業等の主な事業について記載

農業を成長産業にする

食の安全・安心の取り組み発信 991 991

　・生産現場における食の安全・安心に関する取り組み

　・地場産の農畜産物直売所マップ

有機資源循環システムの構築（新規） 5,670 5,670 有機資源利活用調査委託

　・良質堆肥生産に向け、堆肥の施用効果を試験

土づくり研修会

　・生産者を対象とした土づくりと堆肥の活用方法について研修

　・会を開催

飼料自給率向上対策事業 10,000 10,000 コントラクター支援補助金

　・飼料の収穫能力を強化し品質を確保するため、地域農業の

　・核となるコントラクターに対し、農業機械の導入経費を補助

食の価値を創出する

企業間マッチング・フォローアップ事業 750 750

　・管内企業のマッチング

　・マッチング後のフォローアップ

　・備蓄食料製造に向けた企業間連携の促進

黒毛和牛生産振興事業 5,102 5,102

事　　　　　　　業　　　　　　　名

フフフフーーーー ドドドドババババ レレレレ ーーーー とととと かかかかちちちち 推推推推 進進進進 事事事事 業業業業

事業費

左の財源内訳

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

商品開発・加工・販路拡大に向けた企業間連携を促進するととも

に、フォローアップによる取引の継続化を図る

平成23年度より「十勝和牛素牛」のマニュアル認定牛制度が創

設されたことから、黒毛和牛産仔の飼養管理、発育状況などに

ついて、マニュアルに沿った質の高い巡回指導を実施

食の安全・安心及び地産地消に関する取り組みについて、広報

等を通じ消費者に対して情報提供

41414141



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

地域ブランド向上研究支援事業 1,000 1,000

　・講演会

　･研修会

　・AOC実現可能性の研究

十勝の魅力を売り込む

東アジア市場等展開支援事業 3,000 3,000

イメージアップキャンペーン 3,000 3,000

「食と環境・国際フォーラム」の開催支援 5,000 5,000 開拓130年記念事業

　　日時　： 平成24年7月～8月頃

　　会場　： 市内ホテル等

東アジア観光プロモーション事業 3,000 3,000

「フードバレーとかちフェスティバル」の開催 5,000 5,000 開拓130年記念事業

（新規）

　・十勝産小麦を使用したラーメンまつり、ステージイベント等

　　日時　： 平成24年10月上旬

　　会場　： 帯広競馬場

十勝・帯広の食と「フードバレーとかち」を管内外にPRするイベン

トを開催

十勝の地域ブランド力を高めるため、原産地呼称制度（AOC）等

についての研究を支援

「食と環境・国際フォーラム」の開催を支援し、道外・海外に向け

て北海道・とかちの価値・魅力を発信

海外販路開拓事業の展開先を台湾、シンガポールなどに広げ、

意欲のある企業の取組みを支援

首都圏において広告やメディアを活用し、十勝・帯広のイメージ

アップを図る

中国、香港、台湾、シンガポールをターゲットに、ツアー造成に向

けた訪問・招聘を実施

左の財源内訳

備　　　　　　　考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費 事　　　　業　　　　内　　　　容

42424242



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

未来を担う人を育てる

フードバレーとかち人材連携強化事業 3,800 3,800 開拓130年記念事業

（新規）

　・農業者・商工業者 8名、市職員 3名

フードバレーとかち人材育成事業（新規） 6,500 6,500 全体事業費 10,800千円

　・短期集中型講習

　　『新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム』

　　『自由選択講義プログラム』

　　『食品衛生スキルアッププログラム』（初・中・上級）

　・長期講習（1年間）

　　『コーディネーター研修』

本州食品関連企業等との連携促進

フードバレーとかちの推進（拡充） 2,073 2,073

　・オール十勝での情報発信

　　　タウン誌、メールマガジン、イベントカレンダーの活用

　・管内町村と連携した取組み

国際戦略総合特区の活用 1,334 1,334 国際戦略総合特区推進機構負担金

　・北海道、HFC特区申請市町村、道経連

プラットフォームによるコーディネート機能の発揮

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

左の財源内訳

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

生産者や商工業者との先進地調査等により、フードバレーとかち

のプレーヤー間の連携の基礎づくりをすすめ、フードバレーとか

ちを推進するための人材連携を強化

情報発信の強化により、さらなる機運の醸成等を図るとともに、

管内町村等と連携した取組みをすすめる

帯広畜産大学と共同で、次世代を担う経営者や技術者等、地域

産業を担うリーダーシップを発揮する人材の育成事業を実施

本州食品関連企業等と管内生産者、試験研究機関等との連携

を促進

43434343



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

81,082 10,958 70,124

先人の労苦を偲び、偉業を称えて

帯広の歴史を振り返る写真集制作 4,605 4,605

アイヌ食文化フェア 1,000 1,000

おびひろ・街の建物を描き残す展 300 300 帯広の街並み、建物、人を描いた作品を募集し、展示会を開催

「おびひろの古建築(下)」作成事業 300 300

美術で見る帯広130年の歴史展 700 700 時期　平成24年12月

基金繰入金 場所　市民ギャラリー

700

725 402 323

基金繰入金

402 場所　西2条商店街

　　　　大通商店街

　　　　広小路商店街　等

辿る・蘇るおびひろ（回想法） 115 115  時期　平成24年8月～12月　　　

場所　図書館

7 7 時期　平成24年8月

子どもたちに夢と元気を与えて

100 100 時期　平成24年9月

おびひろキッズタウン 300 300 時期　平成24年9月

場所　児童会館

　　　　帯広百年記念館　等

子どもたちが職業体験や消費体験を通じて、働くことの楽しさ大

変さを身をもって経験し、社会の仕組みを学んでいくイベントを開

催

帯広市などで保管している歴史を物語る写真をもとに、昔の生活

などを振り返ることのできる写真集を制作

帯広開拓当時を偲ぶとともにアイヌ文化の理解促進を図るため

に、アイヌ伝統料理を紹介するアイヌ食文化フェアを開催

時期

　平成24年7月中旬～8月中旬

スクリーンに投影される昔の帯広の写真について、コーディネー

ターと参加者が対話しながら、郷土の歴史や文化を学ぶことがで

きる場を提供

帯広の歴史を親子で楽しく学ぶための歴史スポットツアーの開催

北海道私立幼稚園協会教員研修大会道東

ブロック大会

次代を担う子どもたちを育むため、北海道の私立幼稚園協会教

員が参加する研修大会を開催

時期　平成24年9月～11月

地域の文化財の保存、活用を目的として、北海道建築士会十勝

支部の協力で、平成6年度から平成19年度までに調査した歴史

的建築物における調査書の合本を作成

帯広の美術史を地域で活躍した作家とともに、作品を通して展

示、紹介

市史資料や寄贈資料として収集されている写真資料を、商店街

のショーウインドウを利用し、可能な限り同じ場所に展示すること

により、多くの世代が郷土の歴史を学び、共有する場を提供

親子でチャレンジ！帯広開拓の歴史を知る

写真が語るおびひろのまち並み

備　　　　　　　考

開拓開拓開拓開拓130130130130年年年年・・・・市制施行市制施行市制施行市制施行80808080年記念事業年記念事業年記念事業年記念事業

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

事　　　　業　　　　内　　　　容

44444444



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

学校と地域の連携事業 7,100 7,100

3,040 2,000 1,040 オーケストラ公演の鑑賞機会を小中学生に提供 時期　平成24年10月24日

基金繰入金 場所　市民文化ホール

2,000

ミュージカル公演の鑑賞機会を小さな子どもに提供 時期　平成24年11月23日

場所　市民文化ホール

子どもスポーツ教室 4,171 4,171

1,000 1,000 時期　平成24年7月14日～20日

市民に向けて

ごきげん歌謡笑劇団 NHKごきげん歌謡笑劇団の開催 時期　平成24年11月上旬

まちづくり基本条例フォーラム 87 87

松崎町と開拓130年記念事業

（仮称）ローカルサミットジュニア 600 600 時期　平成24年10月下旬

場所　とかちプラザ

八千代牧場まつり 2,250 2,250 時期　平成24年6月

場所　八千代牧場

食と環境・国際フォーラム 5,000 5,000 時期　平成24年7月

場所　市内ホテル　等

国内外のメディアを通じ、北海道・とかちの魅力を発信するため

北海道・とかちの食と環境をテーマにアジアからの関係者を招き

「食と環境・国際フォーラム」を開催

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

時期　平成24年5月～12月帯広市学校支援実行委員会において、市内14中学校区で、学校

と地域が一体となった記念行事を開催

アマチュアスポーツの一流選手や、プロスポーツの現役・OB選手

などによる子どもスポーツ教室などの開催

第94回全国高等学校野球選手権北北海道大会の帯広市開催を

支援

開拓130年記念事業の趣旨も踏まえ、市民が協働のまちづくりに

ついて考える機会とするためのフォーラムを開催

事業費事　　　　　　　業　　　　　　　名

帯広市小中学生のための札響コンサート

それいけ！アンパンマンミュージカル

全国高等学校野球選手権大会北北海道大

会

左の財源内訳

旧六中跡施設で収穫した野菜等を活用し電信通り商店街と松崎

町がコラボした事業を実施

アジア各地で活躍する若手経済人等を招聘し、人的交流を深め

る目的の会議を開催

農業への理解促進と地場農畜産物の消費拡大を図るまつりを開

催

45454545



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

フードバレーとかち人材連携強化事業 3,800 3,800 時期　平成24年秋

フードバレーとかちフェスティバル 5,000 5,000 時期　平成24年10月中旬

場所　帯広競馬場

北海道ガーデンショー 5,000 5,000 時期　平成24年6月～10月

場所　十勝千年の森

帯広のまつり 1,050 1,050 平原・太鼓まつり

　時期　平成24年8月15日

岩内仙峡もみじまつり

　時期　平成24年10月7日

菊まつり

　時期　平成24年10月下旬

とかちマルシェ 1,000 1,000 食の王国「とかち」をアピールするイベントを開催 時期　平成24年9月上旬

場所　帯広駅北口広場

とかち豚まつり 500 500 開拓の歴史を振り返りながら、豚をテーマとしたイベントを開催 時期　平成24年8月5日

場所　帯広競馬場

「赤い山青い山白い山」振興保存事業 2,500 2,500

市民ミュージカル 時期　平成24年12月

海流座帯広公演 500 500 演劇公演の鑑賞や共演する機会を市民に提供 時期　平成24年10月11日

場所　市民文化ホール

神尾真由子＆ミロスラフ・クルティシャフ 400 400 ヴァイオリン公演の鑑賞機会を市民に提供 時期　平成24年11月27日

場所　市民文化ホール

小曽根真ジャズピアノコンサート 1,000 1,000 ジャズピアノ公演の鑑賞機会を市民に提供 時期　平成24年9月29日

場所　市民文化ホール

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

開拓130年記念事業として、帯広平原まつり・岩内仙峡もみじま

つり・菊まつりを拡充

十勝の食材の付加価値を高める多様な食を提供する集客イベン

トを開催

庭園文化と人材の育成を目的とし、十勝千年の森で5ヶ月間にわ

たって開催されるガーデンショーを支援

地域文化活動の活性化、若者の活躍の場の提供及び人材育成

を目指し、市民参加型のミュージカルを公演

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

生産者や商工業者との先進地調査等により、フードバレーとかち

のプレーヤー間の連携の基礎づくりをすすめ、フードバレーとか

ちを推進するための人材連携を強化

帯広地方の子守唄「赤い山青い山白い山」が後世まで歌い継が

れるよう、市民団体が行う振興普及活動へ支援

46464646



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

バッハ「ロ短調」ミサ帯広演奏会 市民主体の演奏会の開催を支援 時期　平成24年4月22日

場所　市民文化ホール  等

第31回おびひろ市民芸術祭 960 960 市民主体の芸術・文化活動の発表の場を提供 時期　平成24年5月3日～15日

場所　市民文化ホール

ミュージカルツアー「王様と私」 ミュージカル公演の鑑賞機会を市民に提供 時期　平成24年7月18日

場所　市民文化ホール

NHK交響楽団演奏会 オーケストラ公演の鑑賞機会を市民に提供 時期　平成24年8月25日

交響詩「十勝」演奏会 3,000 3,000 時期　平成24年12月16日

基金繰入金 場所　市民文化ホール

1,000

雑入

2,000

特別企画展「発掘された十勝」 1,696 1,696 時期

　平成24年8月4日～9月23日

場所　帯広百年記念館

中城ふみ子賞贈呈式 1,200 1,200 中城ふみ子賞の贈呈 時期　平成24年8月3日

基金繰入金

1,200

第5回中城ふみ子賞記念講演会 時期　平成24年8月

場所　図書館

（仮称）フードバレーとかちマラソン 5,000 5,000 時期　平成24年10月28日前後　

特別記念事業「上下水道のみちのり」 1,321 1,321 時期　平成24年5月～7月

営業収益 ※企業会計にて計上

1,321

これまで先人が歩んできた「水道・下水道」の歴史を振り返り、市

民とともに今後の上下水道について考えていくための歴史パネ

ル展、講演会の開催及び記念植樹の実施

文化団体等が行う自主的な活動を支援し、市民の主体的な芸

術・文化活動を促進

十勝・帯広地域の遺跡発掘調査からみえてきた、およそ2万5千

年にわたる人びとの生活・文化のようすを理解することを目的と

して、出土品や研究成果を展示

中城ふみ子賞創設10年を記念し、「中城ふみ子の人となり」がわ

かる内容の講演を実施

市民へのスポーツ機会の提供促進、競技性とイベント性の要素

のマッチングによる地域活性化を目的として実施するとともに、

食に関するイベントを併せて実施

事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

備　　　　　　　考事　　　　業　　　　内　　　　容

47474747



主主主主　　　　要要要要　　　　事事事事　　　　業業業業

　　

（単位：千円）

特定財源 一般財源

記念式典

功労者表彰 11,617 11,617 自治功労、教育功労、福祉功労、産業功労等の表彰などを実施 時期　平成24年11月1日

場所　市民文化ホール

小中学生による合唱 500 500

3,028 2,335 693

基金繰入金

2,335

その他

130年記念事業の映像記録保存 610 610

次期周年事業に向けた保存用資料の作成

130年記念関連事業の広報紙掲載

帯広市開拓130年を記念し、国内・国際姉妹都市・友好都市から

記念訪問団を招聘・受入

国内・国際姉妹都市・友好都市等記念訪問

団の招聘・受入

開拓130年の各種記念事業を撮影、編集し、ホームページなどを

通じたPR活動を実施

広報紙において記念事業の周知などを行うとともに、連載コー

ナーなどで、帯広市の歴史や過去の出来事などを紹介

記念式典後のアトラクションにおいて、市内小中学生の合唱を実

施

備　　　　　　　考事　　　　　　　業　　　　　　　名 事業費

左の財源内訳

事　　　　業　　　　内　　　　容

48484848


